
明

恵

高
∵
辨

の

華
・
厳

教

学

巻

山

量

導

明
恵
房
高
弁

の
教
学

の
全
体
を
教
学
史
的

に
見
て
二
期
に
分
け

て
見

ら
れ
る
。

矛

一
期

独
断
時
代

矛
二
期

教
学
組
織
期
時
代

矛

一
期
は
伝
統
主
義
者
と
し
て
の
高
弁

の
時
代
で
あ

り
、
出

家
か
ら
四
十
歳

に
至
る
迄
で
あ

る
。
高

弁
は
有
名
な

「
華
厳
唯
心

義
」

「
金
鯒
子
章
光
顕
鈔
」
を
発
表
し

た
時
代
で
あ
り
、

「
唯
心

義

」

は
仮
名
書
き

で
あ
り
、
郷

里

(紀

州
)
の
婦
人
達
や
親
類

の

人
々

の
為

に
請
は
れ
て
唯

心

の
略
釈

を
作

つ
た
も
の
で
あ
り
、

華
厳
学
古
来

の
難
問
題
の
解
釈

に
従

つ
て

い
る
、
勿
論
他
に
学
的

の
目
的
が

あ

つ
て
書

い
た
箸

作
で
あ
る
事
は
明
瞭
で
あ
り
、
旧
仏

教

教
学

の
伝
統
誰
持

の
精
神

に
盗
れ
て

お
り
、

一
面

に
は
旧
教
学

の
祖
述

に
努

め
、
他
面

に
は
そ

の
正
統

思
想
に
対
す
る
異
端

の
破

い

邪

に
力
を

こ
め
て

い
る
。
又

「
金
師
子
章
光
顕
鈔
」
下
巻

に
高
弁

は
六
相
冊
融
義

に
断
惑
成
仏
論

を
掲
げ

て
お
ら
れ
る
。
断
惑
と
成

仏
を
精
論
す

る
事

と
、
も
つ
と
も
重
要
な

理
由
は

(有

人
)
の
主

張
を
破

せ
ん
が
為
め
で
あ
る
。

即
ち
、

「
有
人
云
。

一
断

一
切
断
老
。
即

一
人
断
惑
蒔

一
切
有
情
皆
断

惑
、
書

一
成

一
切

成

者

。

一
入

成

仏

時

即

一
切

有

情

皆
成
仏
也
。
」

(大
日
本
仏
教
全
書

、
華
厳
小
部
集
、
金
師
子

章
光
顕

巻
下
、
四
十
五
頁
)

に
有
人

の
説
が
あ
り
、
当
時

一

部

の
華
蔽
学
者
は
実
践
原
理

と
し
て
め

断
惑
成
仏

の
問
題
を
華
厳

得
意

の
絶
対
的
な
態
度

に
立

つ
て
唱
導

し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
こ

れ

に
高
弁

は
論
証
し
た
の
で
あ
る
、

一
人
惑
を
断
ず
る
時

一
切
の

一75一

い
文
章
に
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
許
諾
の
な

墨
消
し
処
理
を
施
し
て
い
ま
す
︒



有
惰
は
皆
惑
を
断
ず
、

一
人
成
仏
す
る
時
、

一
切
有
情
は
皆
成
仏

す

る

と
述
べ
て
あ
り
、

一
人

の
断
惑
が

一
切

の
有
情
を
断
惑
す

と

い
う
説
に
対
し
て
、
断
惑
は
自
類
相
対

に
約
し
成
仏
は
自
他
相

対

に
約
し
て
解
す
可
き
で
あ
る
と
し
て

い
る
⑤

矛
二
期
は
、

「
選
択
集
」

の
難
破

に
あ
る
け
れ
ど
も
、
新
教

学

の
建
設
へ
の
転
回
期
で
伝
統
的
な
華
厳
教
学
か
ら
自
己

の
教
学

え

と
う

つ
り
変
つ
て

い
く
時
期
で
あ
る
。
源
空
が
出
て
自
己
の
信

仰

の
立
場
た
る
華
厳
学
と
相
反
す
る
新
思
想
が
現
わ
れ
た
の
で
、

最
初

は
源
空
を
人
格
的
尊
敬
か
ら
直
接

の
難
破
を
さ
け

て
お
ら
れ

た
が
、
源
空
死
篌
門
下
か
ら
異
端
的
な
思
想
が
現
わ
れ

る
に
及
び
、

源
空

の
教
学
を
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、

「
至

上

人

入

減

之

頃

興

行

倍

盛

。

専
鏤

于

板

印

以

為
俵

代

重

宝

。

永

流

於

一
門

而

敬

重

如

仏

経

。

」

(日
本
大
蔵
経
四
十
二
、
華
・厳
宗
章
疏
、

一
向
専
修
宗
選
択
集

中
、
碧
邪
鑰
巻
.
∴、

一
頁
)

に
選
択
集
を
見

に
及
ん
で
始
め

て
そ

の
説
が

在
家
千
万

の
門
徒

の
邪
見
を
生
ぜ
し
め
る
所
以
を
解

し

た
と
云
い
、
依

つ
て
奮
然
破
邪
の
筆
を
執
る
に
至

つ
た
も
の
な

る
事

を
自
記
さ
れ
て
い
る
。
又
選

択
嶷

に
は
二
大

過
失
を
高
弁

は

述

べ
て

お
ら
れ
る
、
二
大
過
失
と
は
、

「
一
、
撥
去

提

心

過

失

」

州
二
、
以

聖

道

門

譬

群

賊

過

失

」

(日
本
大
蔵
経

四
十
二
、

華
厳
宗
章
疏
、

一
向
専
修
宗
選
択
集

中
、
摧
邪
輪
巻
上
、

一
頁
)

と
あ
り
、

一
は
、
専
修
念
仏
が
菩
提
心

を
軽
視
す
る
事
、
二
は
、

聖
道
門
を
盗
賊

に
譬
え
た
事

に
対
す
る
批
難
で
あ
り
、
し
か
し
選

択
集

を
破
し
た
が

、
浄
土
念
仏
そ

の
も

の
を
破
し
た

の
で
は
な

い
、

選

択
集
が

い
か

に
鎌
倉
時
代

に
宗
教
的

影
響
の
意
義
な
き
論
文
で

あ

つ
た
な
ら
選
択
集
は
破

せ
ら
れ
な
か

つ
た
と
思

う
。
当
時
源
空

の
門
下

に
在
時
滅
後

に
い
た
り
て
源
空

の
真
意
を

誤
解
し
て
、
法

を
誤

つ
て
解
釈
を
し
た
者
が
出
た
為

に
見
逃
し
難
く
そ

の
由
来
を

選
択
集

に
求

め
て
破

せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
.。
源
空
は
念
仏
の

一
行
を
以
て
往
生
の
正
業
と
し
、
高
弁

は
菩
提
心
を
以
て
成
仏

の

根

本
と
さ
れ

た
所
う
が
見
解

の
別
で
あ

る
。
選
択
集
を
高
弁
は
破

ぜ
ら
れ
た
が
、

高
弁
は
建
保
三
年
十

一
月

に
は

コ
ご
時
三
宝
礼

釈
」

一
巻
を
作

つ
て
自
己

の
菩
提
心
主

義
を
明
確
に
現

わ
さ
れ
思

想
ill�
仰
を
積

極
的

に
表
明
ざ
れ

た
の
で
あ
る
。
三
時
三
宝
礼

は
三

宝
礼
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
事
実

は
菩
提

心
の
礼
樺
で
あ
り
、
此
の

信
仰

に
つ
い
て
高
弁
自
身

の
記
す
る
と

こ
ろ

に
ょ
れ
ば
、
即
ち
、

「
南

無

同
相

別

相

住
.持

仏

法

僧

三

宝

。

生

生

世

世
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値

遇

頂

戴

。

万

相

荘

厳

金

剛

界

心

。

大

勇

猛

轤

智

慧

蔵

心

。

如

那

羅

延

堅

固
憧

心

。

如

衆

生

海

不

可

尽

心

。

生

生

世

世

皆

悉

具

足

」

(日
本
大
蔵
経

四
十
二

三
時
三
宝
礼
釈
、

一
頁
)
と
あ
り
、
長
.い
丈
句
の
三
宝
礼

は
私
自

身

の
も
の
で
あ

つ
て
諸
君

に
は
勧

め
な

い
と
述
べ
て
お
ら
れ
、
又

在
家

の
男
子
女
人
は

「
南
無
三
宝
後
生
タ
ス
ケ
サ
セ
給

へ
」

(日

本

大
蔵
経
四
十
二
、
三
時
三
宝
礼
、
十
四
頁
)
と
唱

へ
て
も

よ
い

と
云

い
'
i;l宝
礼
は
易
行
易
修
で
あ
る
事

を
説

い
て
お
ら
れ
る
。

在
家

の
人

々
に
菩
提
心
信
仰
を
簡
単

に
実
践
出
柬
る
様

に
努
力
さ

れ

た
点
が
う
か
が

わ
れ
る
、
又
浄
土
門
の
信
仰

と
衝
突
す
る
も
の

で
な

い
事
細
か
く
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
様
な
事

で
高
弁
は
源

空

の
信
仰

に
対
し
て

一
方
破
邪
を
加

へ
ら
れ

た
が

一
方
そ

の
受
け

る
影
響

の
大
き

か
つ
た
点
が
う
か
が

わ
れ
る
。
高
弁
は
華
厳
を
祖

'述

し
、
そ

の
信
仰
を
以
て
宗
教

に
対
す
る
中
心
思
想
と
し

一
面
真

詈
密
教
た

画
想
を
試
み
、
他
面
禅

へ
の
憧
絛

を

一
層
深
め
研
究
さ

煮

、
刄
信
仰
の
実
体
と
し
て
禅

の
三
昧
、
浄
土
杓

の
信
心
等

に
対
,

し
て
は
高
弁
は
観
法
を
持

い
ら
れ
、
膏
弁
の
教
学
の
大
成
さ
れ
た

時
代

は

一
般
の
堕
落
と
共
に
仏
教
教
団

の
混
乱
期
で
も
あ
り
真
実

の
教
を
求
め
る
た
め
に
は
混
乱
期
で
あ
り
真
実

の
教
を
自
己

の
内

観
に
求
め
て
解
脱

に
苦
心
さ
れ
て
お
り
高
弁

の
生
涯

の
教
学
は
体

験

に
根
拠
を
有
し
て
お
り
伝
統
的
正
統

主
義
で
あ
る
け
れ
ど
も
深

き

体
験

に
立
ち
高
弁
独
自

の
新
し

い
教

学
信
仰
を
組
織
す
る
こ
と

に
努
力
さ
れ

た
僧
侶

で
あ

つ
た
。

道

元

禅

師

と
親

{鸞

上

人

の

信

に

つ

い

て

の
考

察
加

藤

敏

明

}

道
元
禅
師

⑳
仏
法

は
要
約
す
れ

ば
、
信
即
証
、
信
即
仏
と
い
う

こ
と
が
出
来
得
る
で
あ
ろ

う
。

「
正
法

眼
蔵
苦
提

分
法
巻
」

に
五

根

の
矛

憎
の
信
根
を
示
し

て

信
根

は
し
る
べ
し
自
己
た

あ
ら
す
、
陀
・己

に
あ
ら
す
、
自
己

の
強
為

に
あ
ら
す
、
自
己

の
結
構

に
あ
ら
す
、
他
の
牽
挽

に
あ

ら
す
、
自
己
の
規
矩

に
あ

ら
さ
る
ゆ
え

に
、
東
酉
密
相
付
な
り
.

と

い
つ
て

い
る
。

一
般
教
学

に
お
い
て
信
根
は
、
仏
法
僧

の
三
宝

や
、
四
諦

を
信
ず
る
こ
と

」
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
根
と

い
わ
れ
る

所

以
は
、
信
、
精
進
、
念
、
定
、
慧

の
力

に
ょ
つ
て
諸

々
の
善
法
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